
第４号様式（要綱第６条関係） 

 

令和７年度 第４回 藤沢市立第一中学校 学校運営協議会会議録 
開催日時  令和７年１２月１８日（木）１４時３０分～１６時５０分 

場  所 第一中学校 会議室１ 

出

席

委

員

等 

福岡 正仁（会長／第一中学校ＰＴＡ会長） 

市川 明美（副会長／第一中学校校長） 

矢部 佳奈子（元ＰＴＡ役員／元学校評議員） 

栃本 親 （たまじゃり応援団会議会長） 

北井 淳一（前第一中学校校長） 

田中 翼  (湘南工科大学 4年生) 

橋本 幸直（本校学区管轄 藤沢市民センター長） 

伴  瑞穂（元ＰＴＡ役員／子ども家庭センター相談員） 

太田 雄介（第一中学校 1学年主任） 

池田 太理（第一中学校２学年主任） 

西方 潤平（第一中学校３学年主任） 

野口 博史（第一中学校教頭） 

 

出席委員：１２名    （欠席委員：１名 尾﨑 委員   ） 

事務局 ：手島 淑子（第一中学校 教務主任） 

傍聴人数：０名 

次

第 

１．開会 

２．議題 

（１）校内見学 

（２）各委員から活動報告 

（３）学校評価について 

（４）学校経営方針について 

３．意見交換(グループ別協議) 

  グループ協議の共有 

４．その他 今年度の会議日程（予定） 

５．閉会 

 

協

議 

内

容 

２．（１）校内見学 

        各学年の様子を各学年主任より説明していただきながら校内を見学 

（２）各委員から活動報告 

  ・市民センターでのイベント、お祭りなどがここ数年の中で特に盛況だった。 

   高等専修学校のかかわりの紹介 

  ・この時期は次年度の PTA役員決めに苦労したことを思い出す。 

  ・地域の稲刈り等で 2 トンの収穫があった。市民センター祭りに射的等で参加。多くの子ど

もたちが来場するなど盛況だったことは喜ばしい。 

   デザインマンホールが完成、カードの配布等があった。 

   校区の見直しの会議に参加し、今後の見通しを考えている。 

  ・本町駅の通り沿いは非常に歩道が狭いが一中生は道を譲ってくれている。 

   校内にある季節の掲示物や飾りがとても良い。共通の季節感をもてることは良いことだと

感じる。 

  ・職場体験学習として他中ではあるが受け入れた。金融教育にもつながる内容もあり機会が

あれば実施できるとよい。 

   他の中学校の不登校生徒が登校できる教室を見る機会があった。 

   様々な工夫があり、何か力になれることがあればと思っている。 



 

 

次回開催予定 令和８年２月末 １５時００分～ 

                                場 所    第一中学校 会議室１ 

 

協

議 

内

容 

  

  ・PTA活動は大きな行事が一段落した。卒業記念講演を計画準備している。 

   次年度への PTA役員選出にも苦労があったが、決まることができた。 

   青少年指導員等の選出が厳しいということを様々な学校で聞く。 

   市内では中～高校生の喫煙事案を聞くことがある。 

   情報共有の中で心配なことは共有したい。 

・１学年ははじめての合唱コンクールに臨んだ。学校生活に慣れ、どのように生活していく 

かを考えていく機会が増えている。 

   １１月には藤沢調べを行い、地域を知るよいきっかけになった。 

   １月末には八ヶ岳野外体験教室を計画している。多くの学びがあるようスローガンを決め 

前向きに取り組めるように声かけをおこなっている。不登校生徒が少し増えてきている印 

象がある。今後の課題として考えていきたい。 

   ・２学年は横浜校外学習を実施。次年度への準備、修学旅行の班行動の学習など。 

    時間を守ることには課題が見つかり、今後の成長につなげていきたい。 

    少しずつ将来に向けて考え始めている。今後徐々に深めていきたい。 

   ・３学年はいよいよ進路に向けて本格化。面接練習、作文などへの取り組みが進んでいる。 

    勉強する生徒が増えてきた印象がある。 

   ・一中では、卒業式に向けての計画、新入生の準備も始まっている。 

    生徒の様子は、良い面もあれば、課題もある。地域の一員としての過ごし方を考えさせて

いきたい。 

 

  （３）学校評価について 

  （４）学校経営方針について 

    

３．意見交換(グループ別協議) 

   【テーマ】一中が「目指す」学校像・教師像・生徒像 

   ・目指す学校像・教師像・生徒像等グループごとに多角的に考え、検討する。 

    特に「目指すべき学校像」を重点的に考え、KJ法を用いた中で考察していく。 

  委員：意見はどのように扱っていくか。 

副会長：ご意見をいただいたものを検討していき、今後の経営方針を磨いていく際の参考にさ 

せていただきたい。 

 

  グループ：自己表現のできる学校。地域との連携を大切にし、大人との交流を取り入れられる。 

       ルール、きまりを理解し取り組むことのできる学校 

  グループ：いくつかのテーマを考えた。家庭と学校、地域との連携をした学校作り。安心して

通えて成長できる学校。 

  グループ：安心して笑顔で通える学校。学びをしっかりと深められる学校、人との関わりを大

切にする。一中の生徒職員としての「一中マインド」を大事にしていきたい。 

 

  事務局：次回の日程に関しては入試に日程との調整もしながら、後日調整して連絡する。 

 

 

４．その他 

  次回：第５回：２月末日１５：００～ 

     学校評価の結果報告、次年度に向けて等 

 

（その他）配付資料の紹介等 

                   以 上  


